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は じ め に 
本県沿岸漁業の主体である定置網漁業では、イワシ、

サバ・ウマヅラハギなどが漁獲量の大半を占めているに

も拘らず、全生産額に占める割合が低く、漁業経営の不

振を招いている（木幡1979）。この現状を打開するため

には、従来の漁獲を主体とした漁業から漁業者白身が漁

獲物を売る漁業への転換を図る必要があることが指摘さ

れている（倉田1980）。水産試験場では行政も加え1979

～80年と1983～84年の２回にわたって、漁獲量の大半を

占める多獲性魚の利用と漁業者の流通参画方法などの売

る漁業の推進策について検討した。 

第１回目ではウマヅラハギを中心に加工方法、販売方

法などを具体的に示し、売る漁業の実践を試みた（神奈

川県1980）。しかし、生産者側の体制が整っていないこ

と、生産者側に人材が不足していたことなどにより、こ

の試みは定着しなかった。 

第２回目では三浦市金田湾漁協の養殖ワカメを取り上

げ、その加工、販売方法を生産者に提示し「売る漁業」

を実践するための生産者の主体づくりに取り組んだ（神

奈川県1984）。その結果、1985年から金田湾漁協とかな

がわ生協との間でワカメの「産直」が行われるようにな

り、1987年には売上げ3,250万円に達した。 

しかし、金田湾漁業の活性化を図るためには、ワカメ

だけの問題ではなく、金田湾漁業の漁獲量の約70％を占

めるマイワシ・カタクチイワシ、マアジなどの多獲性魚

の高付加価値化による売上増と漁業者主体の流通への参

画による多獲性魚の正当な価格などが最も重要な問題で

あると考える。 

そこで、この問題について水産試験場、水産課、金田

湾漁協との間で論議した。その結果「売る漁業」の一方

法として「朝市を開設する」という結論が得られ、1987

年5月から金田湾漁協の主催により金田湾漁港で日曜朝

市が開設され、現在も継続している。 

朝市の開設の目的は、消費者の金田湾漁業に対する理

解を得ながら販売金額を増大することにあり、金田湾漁

業の漁獲の主体をなすイワシ類、アジなどの多獲性魚を

どのように販売するかが大きな課題である。この課題を

解決するためには、まずイワシ類、アジなどの多獲性魚

に対し消費者がどのようなニーズを持っているかを把握

する必要がある。この点について1987年～88年にアンケ

ート調査と聞き取り調査を行い、若干の知見が得られた

ので報告する。 

 

方   法 
消費者と量販店を対象に行ったアンケート調査と聞き

取り調査の概要を表１に示す。消費者に対するアンケー

ト調査は、金田湾漁協が開設した朝市に来た人を対象に、

金田湾漁協が表２の様式で、水産試験場が表３の様式で
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表１ 消費者ニーズ調査概要 

区分 調査対象 調査方法 調査数 調査期間 

     
消費者 金田湾朝市来場者 配付アンケート 77人（漁協が実施） 1987.6月 7日 
〃 金田湾朝市来場者 面接アンケート 97人 1987.7月 5日 

量販店 県内量販店 送付アンケート 40店（回収16店） 1987.9～10月 
〃 アンケート回答量販店 聞き取り  4店 1988.1～ 2月 
     

 

表２ 消費者アンケート様式と結果 

（金田湾魚協が朝市来場者に行ったもの） 

朝市のアンケート 
 
 

あなたは朝市を何で知りましたか？ 
 

1 新聞 2 有線放送 3 他の人から 4 その他 
 
（38人） （ 2人） （30人） （ 7人） 

 
 
どこから来られましたか？ 
 

1 市内 2 横須賀市 3 逗子市・葉山町 4 その他 
 
（44人） （21人） （ 2人） （10人） 

 
 
あなたが主に買いたい品物は何ですか？ 
 

1 鮮魚類 2 加工品（干した魚など） 3 農産物 
 
（72人） （ 1人） （ 4人） 

 
 
この朝市にあと何があれば良いですか？ 
 

1 魚の種類が多いほうが良い （35人） 
 
2 農産物がもっとあれば良い （33人） 
 
3 このままで良い （10人） 
 
4 分からない （ 5人） 
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表３ 消費者アンケート様式 

（研究チームが朝市来場者に行ったもの） 

アンケート （金田の朝市） 

１ 今日はどんな魚を買いましたか  （どれ位） 

マイワシ カタクチ ア ジ     

       

 
２ 買った理由 

（１）魚が好き （２）値段が安い （３）鮮度が良い 
（４）健康・栄養 （５）その他（              ） 

 
３ 今日買った魚はどのようにして食べますか 

（１）刺身・たたき （２）酢のもの （３）塩焼 （４）煮付 
（５）揚物 （６）干物 （７）その他（       ） 

 
４ 買わなかった理由 

（１）魚が嫌い （２）値段が高い （３）運搬が困難 
（４）鮮度が悪い （５）その他（              ） 

 
５ マイワシ・カタクチイワシまたはアジについてお聞きします 

（どれか１魚種に限定） 
 

（１） 月に何回位食べますか 
（ア）１回以上（  ）回位 （イ）１回位 （ウ）１回未満 

 
（２） 主にどこで買っていますか 

（ア）魚屋 （イ）スーパー （ウ）生協 （エ）デパート （オ）その他 
 

（３） 主にどんな状態のものを買いますか 
（ア）鮮魚・・・ａ丸のまま ｂ刺身・たたき等 ｃその他（    ） 

 
（イ）加工品・・・ａ丸干 ｂメザシ ｃ干物 ｄみりん干 ｅその他（ ） 
 

（４） １回当りどれ位買いますか  （                  ） 
 
（５） 魚の鮮度・価格はどうですか 

（ア）鮮度・・・ａ良い ｂ普通 ｃ悪い ｄわからない 
（イ）価格・・・ａ安い ｂ普通 ｃ高い ｄわからない 

 
６ あなたの性別・年齢・職業・住い・家族数は 
（１）性別：男 女  （２）年齢：  才 （３）職業：（      ） 
（４）住い：三浦、横須賀、葉山・逗子・鐵倉、横浜、その他 
（５）家族数：（    人） 

 
ご協力ありがとうございました 



 86 多獲性魚に対する消費者ニーズ 

表４ 最販店アンケート様式 

（マアジ、マイワシ、カタクチイワシについて各々作成した） 
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表５ 量販店聞き取り様式 
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図１ 消費者アンケート結果 

 

それぞれ行った。量販店に対するアンケート調査は、表

４の様式で県内40店に郵送で依頼し、そのうち16店から

回答があり、回答店のうち４店に対し著者等が表５の様

式で聞き取り調査を行った。 

また、横浜市中央卸売市場でのイワシ類の取扱量の動

向を調べ、アンケートと聞き取り調査結果との関係につ

いて検討した。 

 

結   果 
１ 朝市来場者のアンケート結果 

朝市来場者に対するアンケート結果を図１に示す。 

回答者の約60％が多獲性魚であるアジ、マイワシを購

入している。買った理由として鮮度が良いこと、値段が

安いこと、魚が好きであることなどをあげており、これ

らで全体の90％を占めている。食べ方は、マイワシを買

った人の約50％が刺し身、タタキと塩焼きで、アジは約

60％が刺し身とタタキと回答している。食べる回数はマ

イワシとアジともに月５回未満という回答が60～70％を

占め、５回以上食べるという回答はマイワシでは15％、

マアジでは27％であり、マアジの方がマイワシより食べ

られていることが分かった。一般の小売り店で鮮魚とし

て購入する場合、両魚種共に約90％の人が丸のままで購

入しており、刺し身、タタキ、焼魚などで食しているこ

とが窺える。また、加工品では主に干物が購入されてい

る。 

購入理由として朝市の魚は鮮度が良く値段が安いとし

た人が多かったが、通常購入している小売り店の魚につ

いては、鮮度が良いとした人は回答者の約35％であり、

価格は高いとした人が約45％いることが判った。 

1987年朝市が開設された当初には約200人が来場した

が、その後次第に増え、現在では約800人に増加してい

る。来場者は三浦市内と横須賀市の住民が主体であり、
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横浜方面から来る人もある。来場者の年齢構成はアンケ

ートによれば40代が最も多く、次に30代と50代となって

いる。 

神奈川県の地域別魚類消費傾向（長谷川他1981）によ

れば、消費量は内陸地域に比べ沿海地域が高く、三浦市

は特に魚の消費が盛んな地域である。従って、今回のア

ンケート結果が全県下の消費者の意向を代表していると

は言い難いが、少なくとも金田湾周辺住民はイワシ、ア

ジ等の多獲性魚に対する関心が高く、鮮度、価格が購入

の決定要因になっていることが判った。 

このことは、今回の調査は魚類消費の盛んな三浦地域

で行われたものであるが、多獲性魚であっても鮮度維持

を図り、適正な価格で提供することにより、消費の少な

い他地域でも消費拡大の可能性があることを示唆してい

る。 

 

２ 量販店調査 

量販店に対するアンケート調査結果を、表６、７、８ 

 

表６ 量販店の主要取扱い品目と増減傾向 

 

最近２～３年の販売量増減傾向 
 
品目 

取扱 

店数 

店当り 

販売量 

(
パック

PC )/日 

増えた 変わらない 滅った 不明 

 店 平均pc 店 店 店 店 

鮮魚 15  37pc 8 6 1 0 

丸干 13  20 5 7 0 0 

味醂干 11   8 2 7 0 2 

マ
イ
ワ
シ 

その他 5   4 2 1 0 1 

目刺し 12 19pc 5 5 1 1 

シラス 干 10 48 5 5 0 0 

鮮魚 8 24 0 7 1 0 

カ
タ
ク
チ その他 1  3 0 0 1 0 

鮮魚 15 62pc 5 8 1 1 

開干 13 49 6 5 0 2 

タタキ 12 23 6 2 0 4 

マ
ア
ジ 

その他 14 32 4 4 1 5 

 

表７ 量販店の販売方向 

今後どのようなものが売れると思うか（店の考え方など） 

類     型 店 
 
番 
 
号 

刺身等鮮度の 
良いもの 
 → 高鮮度 

刺身、タタキ、ドレス 
ほか加工品 
 → 簡便 

健康食品（栄
養安全含む） 
 → 健康 

その他 
（サ イ ズ 、 食べ方
等） 

Ｓ  ○●◎   

Ｋ ○ ○    ●◎  

Ｄ ○● ○    

Ｍ ○●◎ ○●◎   

Ｕ ○    ● ○    

Ｉ ○●   ●  ●◎   ◎ 

Se ○●  ○●   

ke ○●◎ ○ ◎    ◎ 

Ki   ●  ○    

Ｒ ○     ● ○●◎ 

Ir     ◎ ○   

 

アンケート設問に対する回答を類型区分したもの 

○ マアジ 

● マイワシ 

◎ カタクチイワシ 

 

に示す。表６によれば、マイワシ、マアジ共に販売量は

鮮魚が最も多い。表には示してないがパック詰めで概ね

300円以下に設定されている。鮮魚の次には開き、丸干

しなどの干物が多い。カタクチイワシは目刺し、シラス

干しなどの干物が主になっている。マアジはタタキその

他の品物も多い。最近の販売量の増減を見ると三魚種と

も「増えた」又は「変わらない」とした店が90％以上を

占め、多獲性魚の消費拡大が進んでいることを示唆して

いる。 

量販店では今後売れそうなものとして、高鮮度のもの

と加工されたものをあげている。特にイワシ類は３店か

ら健康食品としても伸びそうであるとの回答があった

（表７）。生産者や流通業者に対する量販店の要望は、

安定供給や価格よりも品質規格や鮮度の方が高い。また、

県内産を希望している店もあり特にマアジに対する要望

が高い（表８）。 

店頭調査では、魚貝類の商品は全てトレーパックを主

体にしたパック詰めである。商品種類は多く、加工品が 
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表８ 量販店の要望 

生産者（漁業者、漁協）又は流通業者への要望 

類     型 
店 
 
番 品質規格 うち鮮度 安定供給 価 格 近海県内 その他 

Ｓ  ●◎   ●   ○ ◎ 

Ｋ  ○   ●    ◎ 

Ｄ  ○●  ●  ○●  

Ｍ ○ ◎ ○     

Ｕ ●   ●  ○●   

Ｉ ○●◎  ●     

Ｓ   ○    

ke   ○  ○  

Ki  ○   ○  

Y     ○  

Ｒ  ○●◎     

 

アンケート設問に対する回答を類型区分したもの 

○ マアジ 

● マイワシ 

◎ カタクチイワシ 

 

主体でラウンド物は少なかった。アジ、イワシ類の商品

種類は多く、一店当たり平均25種を数え、その殆どが塩

乾物である。商品種が多い店ではアジ開きだけで11種も

並んでいた。売れ筋商品は店によって異なるが、アジ開

き干しとシラス干しが塩乾物の基本商品となっている。

生鮮品は一店当たり４～７種であったが、店内でドレス、

フィレー、開き、刺し身、タタキ等を作り、消費者の手

抜き簡便指向に対処していた。 

規格、価格、仕入れはチェーン店とテナント店ともに

主として本部の指示に依存し、販売担当者の裁量の余地

は小さいが、鮮魚だけは担当者の意向がかなり反映され

るとのことであった。県内産地からの直接仕入れについ

ては、２店で安定供給または仕入れルートが解決されれ

ば、実施したいとのことであった。また、イベント型の

販売を実施し、好評を得たという例もあった。 

店頭の従業員数、売り場面積は、量販店全体の従業員

数や面積当たりの売上額によって決定されている。刺し

身、タタキなど鮮魚加工品は作れば売れると述べている

が、従業員は多忙なため、対応できない状況にあるとの

ことであった。 

以上のアンケート調査から、(1)消費者調査、量販店

調査とも「高鮮度品」に対する要望がもっとも高いこと

が判った。この要望に応えるためには漁業者側で魚の鮮

度を保持し、迅速に供給できるような体制を確立する必

要がある。(2)量販店では「簡便さ」、「品質と規格の統

一」、「安定供給」などが上げられ、また最近の健康食ブ

ームのなかで、新鮮なイワシ類の販売を増やしたいとい

う話があった。ということになり、消費者は「高鮮度、

簡便さ、健康」に対する要望が高いという結論を得た。 

 

３ 横浜市中央卸売市場でのイワシ類の取扱い動向 

横浜市中央卸売市場のイワシ類の取扱動向によれば

（表10）、鮮魚の取扱量は1975年の63千トンから1986年

の70千トンと７干トン増加し、特にイワシ類の伸びは大

きく、この間に1.9千トンから4.2千トンと2.3千トン増 

 

表９ 横浜市中央卸売市場でのイワシ類の動向 

品  目 1975 1980 1985 1986 

鮮魚（冷凍除く） 数量（千トン）  63  67  69  70 

うちイワシ類 数量（千トン） 1.9 2.8 3.9 4.2 

  〃 割合（ ％） 3.0 4.2 5.6 5.9 

鮮魚（冷凍除く） 金額（億円） 305 451 485 507 

うちイワシ類 金額（億円） 2.0 3.4 5.8 6.0 

  〃 割合（ ％） 0.7 0.8 1.2 1.2 

（横浜市市場年報） 

 

加している。このことは、マイワシ鮮魚の消費拡大が進

んでいることを示唆している。 

 

考   察 
金田湾漁港の朝市に訪れた消費者のイワシ類、アジに

対する意向をアンケートと聞き取りなどで調査した。 

1987年に神奈川県県民部が消費者と小売業者に対し行っ

た水産物購買意識調査によると（神奈川県県民部1988。

以下「意識調査」という）、家族の好きな魚は、27種中

１位はマグロ、２位はアジである。イワシは10位で、サ

バ、ハマチ、カツオ等よりも上位にランクされている。

このことは、今回の調査結果が特定の消費者の意向から

得られたものではないことを示唆している。 

意識調査による消費者の購入店選択理由は、「鮮度が

物がない◎ 

直接仕入●◎ 

年 
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良いこと」を１位に上げており、２位以下の「近いか

ら」、「安いから」、「品数が多いから」、「身をおろしてく

れるから」を大きく引き離している。特に専門店（魚

屋）を選択する主な理由として「鮮度」と「身おろし」

をあげている。魚料理の難点として、「生臭い」、「身お

ろしがうまく出来ない」、「保存がきかない」、「煙や臭い

が出る」、「生ごみの処理に困る」等をあげているが、今

回得られた「刺し身、タタキ」への人気は、これらの理

由と関係しているものと考えている。つまり「刺し身、

タタキ」は、鮮度が良いことを前提にした料理であり、

魚料理の難点として上げられた項目は専門店で身おろし

をしてもらえば大幅に解消される。 

また、意識調査では消費者の70％が「養殖魚と薬物」、

「環境汚染の影響」、「添加物」、「輸入魚の安全性」など

をあげて水産物の食品としての安全性に不安感を抱いて

いる。量販店の調査ではイワシを健康食品として評価し

ている店もあったが、イワシは不安感を抱かせる要因が

殆どなく、安全性の高い魚であること、さらに高血圧、

心臓病などに有効なEPA、カルシウム等の成分が多く含

まれていることなどが健康食品としてのイワシの評価に

結び付いていると思われる。 

 

今後の課題 
1970～87年の農林統計を見ると、本県の沿岸漁業の生

産量は年間約３万トン、生産額は約100億円である。イ

ワシ類の生産量は大きく全体の約50％（約1.5万トン）

を占めるにもかかわらず、生産額は少なく約20％（約20

億円）である。一方、イワシ類の消費動向を見ると（総

理府家計調査年報、横浜市、川崎市中央卸売市場年報

1986）、本県の需要量は1985年には鮮魚で約６千トン、

塩干品は原魚換算で約１万トン、合計約1.6万トンにな

り、本県の生産量にほぼ見合っている。総購入金額は約

112億円で、本県のイワシ類の生産額との差は大きく約

92億円にもなり、イワシ類の流通経費を含めた付加価値

額が極めて大きいことを示唆している。このことは、本

県沿岸漁業の振興を図るためには、生産者がイワシ類な

どの多獲性魚を貴重な商品として位置づけ、付加価値化

の促進と、流通を含めた経営を推進する必要があると考

えている。 

具体的方法として、先ず、今回得られた「高鮮度」の

問題に対し、生産者が真剣に対応する必要がある。この

点について現在水産試験場でも効率的な鮮度保持法や沖

合の蓄養生簀についての研究が進行中であり、一時期大

量に獲れる多獲性魚の「安定供給化」にも対応可能なも

のである。 

次に「簡便さ」については、塩干品や粉末煮干しなど

の簡単な一次加工品の製造から始めるべきである。消費

者レベルでは刺し身、タタキ等の生鮮加工品に対する需

要が多いが、既に量販店、小売り店ともに、店内で加工

することによって販売が促進されているので、生産者が

この部門に入り込むメリットは少ない。しかし、量販店

の調査では「作れば売れる」が人手不足で対応不可能と

いう回答も見られ、今後生産者としても消費者、需要者

と協議しながら共同開発などを検討する必要がある。 

第三の「健康」については、イワシ類だけでなく、水

産物全体にいえることである。イワシ類は主として健康

に関心の高い60歳以上の高齢者に人気があり、今後若年

層に対する「健康食品」としてのイワシ類、アジなど多

獲性魚のＰＲが必要である。特に食品としての「安全

性」については高鮮度魚とその加工品をもっとＰＲすべ

きである。 

今後生産者は生産の場としての海洋環境保全に努力す

ると共に、イワシ類、アジなど多獲性魚の生産、加工、

流通、消費について、消費者と相互に理解する場を積極

的に確保することが、相互に利益をもたらすことになろう。 

 

要    約 
生産者段階の漁獲物の高付加価値化と売る漁業の推進

を図るための一環として、金田湾漁協の朝市に訪れる人

や量販店に対しアンケート調査を行った。 

この調査から、アジ、イワシに対し、消費者は高鮮度

と価格に対する関心が高いことが判った。 

消費者ニーズに対する生産者の課題は、まず漁獲直後

から鮮度保持を行って漁獲物の高鮮度化を図ることであ

り、水産試験場として研究面から支援する必要がある。

本報告をまとめるに当たり、調査研究の検討会や調査を

行った活動チームのメンバーである清水詢道、石戸谷博

範、笠原貞夫、作中宏、金杉佐一、田内大、水津敏博、

前川千尋、大野知多夫の各氏に感謝します。 
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